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【概要】 

本研究では、「第 6 次エネルギー基本計画」による ZEH 政策の実現可能性を検討している。過去 5 年

以内に戸建て注文住宅を取得・入居した人を対象に入居者満足度調査を行い，ZEH/非 ZEH の比較など

について分析し、結果について考察した。 

 

【成果】 

本報では，ZEH および非 ZEH（ZEH 以外の一般住宅） の戸建て注文住宅取得者（ZEH:82 名,非 ZEH:95

名）への満足度調査を行い，ZEH 購入にかかわる実態や，入居後年数の経過に伴い ZEH と非 ZEH で

満足度に差が生じる因果過程について成果を得た。 

（１）「実際の購入者」からの回答を通じて，リアルな住宅購入動機や入居後の満足度実態を把握する

ことができた。 

・ZEH 購入決定：「販売業者からの説明」要因が大きいと思われる。  

・ZEH コスト：消費者の理解は十分でない。非 ZEH との価格差を試算することは難しいと思われる。 

・補助金の増額施策：消費者は ZEH コストの認識が薄い。絶大な普及効果をもたらすとは言い難い。 

・ZEH 購入の入居後評価：入居時の実感としては災害時の備えが最も高かった。 

（２）購入住宅の満足度に関する因果モデリング結果より．居住年数の違いによる消費者意識を確認

することが出来た。 

・ZEH に対する個別満足：居住年数が 3年以上経過した後に評価が高まっている。これは ZEH の効

果が数年にわたる生活を通じて実感されたものと考えられる。 

・個別満足が総合満足へ与える影響：遮音性能は（3～5年／入居者）が高い評価を示している。 

遮音性能については，数年にわたる生活の中で実感されてきた結果ではないかと考えられる。 
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